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• G20国・招待国において女性活躍を担当する大臣、国際機関、G20公式エンゲージメントグループ及びアライアンス

の代表らの参加を得て、ポストコロナのグローバル経済におけるジェンダーギャップを解消し女性のエンパワーメントを

達成する上での主な課題や実効性の高い施策が議論された

• 特に、G20 EMPOWER及びW20からの提言が受領され、考慮すると言及された

• 以下主要3つのテーマが議論された（詳細次ページ）

1. コロナ後のケアエコノミー（Care Economy Post Covid-19: The Missing Opportunity in the 

Labour Market）

2. デジタルにおけるジェンダーギャップ（Closing Digital Gender Gap: Women’s Participation in the 

Digital Economy and Future Work）

3. 女性の起業（Women’s Entrepreneurship: Accelerating Equality, Accelerating 

Recovery）

• 今後に向けて、参加者は以下の意思確認を行った

✓ 国及び地域での女性起業家ネットワークの構築

✓ 意思決定層への女性参画を強化するためのさらなる努力

✓ ケアインフラ・デジタルテクノロジー・中小企業支援インフラへの投資、国レベルでの性別統計と関連法令の整備

✓ G20 EMPOWER・W20の貢献への謝意、G20女性活躍担当大臣会合の継続

Chairs-Summary-G20-MCWE-2022

G20女性活躍担当大臣会合（8月24-25日）議長声明

about:blank
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Chairs-Summary-G20-MCWE-2022

コロナ後のケアエコノミー
Care Economy Post Covid-

19: The Missing 
Opportunity in the Labour

Market

デジタルにおけるジェンダーギャップ
Closing Digital Gender Gap: 
Women’s Participation in 
the Digital Economy and 

Future Work

女性の起業
Women’s Entrepreneurship: 

Accelerating Equality, 
Accelerating Recovery

• ケアワークの多くが女性によって担われている状況を見直し、男女間で再配分するとともに、国や
社会の責任も再定義する

• ケアワークの多くが無償労働となっている状況を見直し、国や社会全体でケアワークのエコシステ
ムやインフラを構築するとともに、インクルーシブな健康、教育、ウェルビーイングのための政策をと
る

• テクノロジー、金融、STEM領域における意思決定層を含む雇用への女性のアクセスを確保する
• 現況把握のための性別統計を整備する
• 女性のSTEM、デジタル領域への参画の障壁となるバイアスやハラスメントに対する抜本的な対

策を取る
• 女性のデジタル・レジリエンス、デジタル・リテラシーを強化する

• 女性による起業を支援するエコシステムとして、金融、スキル開発、デジタル・テクノロジーインフラ
へのアクセスを高める

• 政府が多様なステークホルダーと協働して、性別統計の整備、ジェンダー観点での予算措置を導
入する

G20女性活躍担当大臣会合で議論された3テーマの要点

about:blank
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• 男女共同参画社会の実現・女性活躍の推進は我が国の確固たる方針であり、「女性の経済的自立」は岸田内閣の

主要政策である「新しい資本主義」の中核である。

• 「女性の経済的自立」の実現に向けて、男女間の賃金格差に関する情報開示義務化の取り組みを進めるほか、非正

規雇用労働者の待遇改善、デジタル分野などの高賃金が見込まれる成長分野への労働移動の支援を行っている。

• 「デジタル分野におけるジェンダーギャップ」に関しては、デジタルスキル向上とデジタル分野への就労支援の両面の具体

策を盛り込んだ「女性デジタル人材育成プラン」を策定し、総合的な取組を進めているほか、教育課程から理工分野へ

の興味・関心を持ってもらうための機会創出、進路選択支援を実施している。

内閣府男女共同参画局HP

小倉女性活躍担当大臣・内閣府特命担当大臣
（男女共同参画）発言要旨

• 2020年より精力的な活動を続けるEMPOWERに敬意を表するとともに、

来年以降もG20の枠組みの下で活動を継続されることを強く支持し、引き

続き協働して参りたい。特に多様な企業背景のもと情報収集、策定をされ

ているベストプラクティス・プレイブックは、G20内での実践的な相互学習と

実行を促進するために非常に有効なツールであり、さらなる充実を期待した

い。

about:blank
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Technical Annex
G20 EMPOWERに参加する
各国政府及び民間代表による
2022年討議結果の集大成

Playbook
各国アドボケートによるベストプ
ラクティス及びインタビュー集
• 日本リード、BCG協力

KPI Dashboard
5つのKPIについて各国状況を
ダッシュボードにとりまとめ
• イタリアリード、ILO・OECD

協力

G20議長国インドネシアのプスパヨガ女性エ
ンパワーメント・子ども保護大臣へ
EMPOWERインドネシア共同代表と日本共
同代表塚原氏が成果物を手交

G20 EMPOWERから提出した3つの成果物
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2022年のG20 EMPOWER活動成果は以下大きく3点：

I. G20 EMPOWERアライアンスのインド議長国以降への継続決意

II. 400を超えるグローバル・アドボケートネットワークによる活動と、ベストプラクティス・プレイブック2022の作成を通じた有効施策

の発信・学びの共有

III.意思決定層への女性参画加速のため、3つの注力分野での民間コミットメントと政府への提言のとりまとめ

Technical Annexのポイント
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2021年に引き続き、15か国のアドボケートからの73のプラクティスを収集・分析するとともに、9か国のアドボケートへのイン

タビュー記事を収録

• 日本からは、セントラル警備保障、第一生命、富士通、ジョンソンエンドジョンソン、日経ウーマンエンパワーメントプロジェク

ト、リクルート、Vmwareがプラクティスを提出、JERAがインタビューに協力

Playbookの概要
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KPIダッシュボードの概要

2021年に優先順位が高いものとして合意された5つのKPIについて、ILO及びOECDが国際データに基づき各国の状況をダッシュボード化

• 日本は、国際基準に沿ったデータ入手が困難な国という位置づけ

WORK

①“各職位の社員における女性の比率”

• 全社員に占める女性の比率

• 入社後間もない社員、初期管理職、中間管理職、シニアマネジメントレベルごとの女性の比率

⇒ 本ダッシュボードでは、より一般的な中間・シニアマネジメント層における女性の人数比率を近似としてモニター

②“昇進者にしめる女性の比率”

⇒ 本ダッシュボードでは、モニターできず

MONEY

③“総賃金の男女間格差”

• 賞与を含む年間総報酬の男性平均金額と女性平均金額の差

⇒ 本ダッシュボードでは、男性時給を100とした際の女性時給を近似としてモニター

POWER

④“取締役に占める女性の比率”

⇒ 本ダッシュボードでは、全取締役に占める女性取締役の人数比率をモニター

KNOWLEDGE

⑤“技術的役職及びSTEM職に占める女性の比率”

• 人材要件として技術系修士号が求められるような部門、その他技術、開発、製造、データサイエンス等を扱ういわゆるSTEM部門における管理

職層に占める女性の比率

⇒ 本ダッシュボードでは、STEM職に占める女性人数比率をモニター



THANK YOU


